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-Endotoxin specific testに よる検討-
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開心術後の発熱は,し ば しば認 め られ るが発 熱物質 と

してのエ ン ドトキ シンの関与 が考 え られ る.ま た,従 来

のtoxicolor(以 下TC)テ ス トによるエン ドトキ シン

の証明や,凝 固系 の異常 は,敗 血症やDICを 示唆する

ことが多 い.し か し,臨 床的には,発 熱以 外に とくに こ

れ らを示唆す るものはな く,診 断が困難 である.体 外循

環はヘパ リンを使用するとい う単純 なことだ けでな く,

凝 固系に与 える影響 は大 き く,ま た,術 後に抗凝固療法

を要 する症例 もあり,正 確な診断 および凝固線溶系の把

握 も非常 に困難で ある.

TCテ ス トにより測定 されるエ ン ドトキ シンは体外循

環な どによ る外因性エ ン ドトキ シンの影響が大 き く,こ

れによ り発熱を生 じうる といわれている.

今回,わ れわれは,endotoxin specific(以 下ES)テ

ス トを用いて,内 因性 のエ ンド トキシ ンを測定す ること

によ り,正 確 な,敗 血症の指標 とな ることを検 討する と

ともに,DICの 診断の補助検査である,α プラス ミンイ

ンヒビター ・プラス ミン複合体(以 下PIC)の 開心術後

でのDICの 診断 としての有 用性 を,他 の指標 と比較検

討 した.

対象 と方法

対象 は,体 外循環 を使用 した心臓血管外科手術21例,

先 天性13例(ASD 5例,VSD 5例,PS 1例,ECD 

1例,AS 1例)後 天性8例(MSR 5例 ,ASR 1例,

解離性大動脈瘤2例,年 齢3～72歳,平 均手術 時間397

分,平 均体外循 環時間169分.

方 法は,術 前,体 外循環 中,手 術終了直後第1, 3 , 

5, 7病 日の計7回 採血 し,TCテ ス ト,ESテ ス トに

よるエ ンド トキシ ン,Antithrombin III(以 下AT III) , 

PIC,血 小板数,白 血球数,Fibrinogen, FDP , APTT, 

PT, CH50, C3, C4, 1日 の最高体温を測定 し検討

した.

結 果

1) TCテ ス トによ るエン ドトキ シンの変化は術前値
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8.57±7.62pg/mlと 低 値で あ る が 人 工 心 肺中 よ り有 意

に上 昇 し,術 直 後,56.9±32.9pg/mlと 最 高 値 を 示 し,

第7病 日に,術 前値 に減 少 す る.

2) ESテ ス トに よ る エ ン ド トキ シ ンの 変 化 は術 前 値

0.94±0.40pg/mlと 低 値 で,体 外 循 環 中 は,術 前 値 と

同様 に 低値 を 示 し,体 外 循 環 に よ る外 因 性 の エ ン ド トキ

シ ンの 影響 が 出て い な い.術 直 後 は2.5±0.89P9/1n1と

最 高 値 を示 す が,TCテ ス トの 最 高 値 と比 し約1/20と

非 常 に低 い値 を 示 す.経 過 中,変 動 は あ るが す べ て 低 値

で有 意 差を 認 めな い.

3) 体 温 は,術 直 後38.5±0.69℃ と上 昇 し,TCテ

ス トと 同様 な 経 過 を へ て,平 熱 に 復 す る.

4) PICの 変 化 は,術 前 値0.29±0.1μg/mlと 低 値

で,体 外循 環 中 に1.94±0.71μg/mlと 他 の指 標 よ り 早

期 に 反 応 し,最 高 値 とな り,術 直 後 に は 減 少 しは じめ,

第1病 日 に は,0.62±0.12μg/mlと 術 前 と有 意 差 な く

低 下 し正 常 値 に 復 して い る.

5) AT IIIの 変 化 は術 前 値77.4±14.6%で,正 常 下

限 で あ るが,体 外 循 環 中61±19.3%と 最 低 値 を示 す が,

正 常 値 に復 す るの は,第5病 日で97.1±17.8%と な っ

て い てPICよ り,正 常 化 に時 間を 要 して い る.

6) FDPの 変 化 は,術 前値0.5±0.5μg/mlと ほぼ 陰

性 で あ るが,PICよ りや や 最 高 値 に 達 す る の が 遅 く,

術直 後 に,8.33±2.07μg/mlと,上 昇 し,第7病 日で

も6.92±2.08で あ り,減 少 傾 向 に は あ るが,陰 性 化 し

な い症 例 もあ り陰性 化 まで に は,PICに 比 し長 時 間 要 す
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るた め,DICス コア ー に影 響 しや す い.

7) Fibrinogenの 変 化 は,術 前値235±47mg/dlと

正 常 下 限 で あ るが,術 後 は,増 加 傾 向 に あ り,第7病 日

に は,428±105mg/dlと な る.こ れ は,術 中,術 後 の

新 鮮 血輸 血 に も影 響 され て い る もの と思 わ れ る.

8) 血 小 板 数 の 変 化 は,術 前 値27.5±5.9×104/mm3

か ら,術 後 低 下 し,第3病 日に10.9±1.1×104/mm3と

最 低 値 とな り,PICに 比 し3日 間 も変 動 に差 を認 め て い

る.こ れ に 関 して も,新 鮮血 の 輸血 が,術 直 後 に多 い こ

と も関 与 して い る こと が 予想 さ れ る.

9) WBCの 変 化 は,術 前 値5718±387/mm3で 術 後

上昇 し,第3病 日に最 高 値13831±1033/mm3と な り,

第7病 日に て9923±803/mm3と 正 常 に 復 す る.

10) APTTの 変 化 は,術 前値92.8±7.2%で,第1

病 日に79.2±9.3%と 有 意 に 低 下 し,第5病 日に は,

89.5±11.1%と,ほ ぼ術 前 値 と同 値 と な り,多 少 の 変

動 は み られ るが,大 部 分 が 正 常 範 囲 内 で 変 動 す る.

11) PTの 変 化 は,術 前 値87.0±9.4%で,第1病

日 に,80.7±15.0%と 有 意 に 低 下 し,第5病 日 に は

91.6±11.7%と 術 前 値 と ほ ぼ同 値 と な り 多 少 の 変 動 は

み られ るが,大 部 分 が 正 常 範 囲 内 で 変 動 す る.

12) CH50の 変 化 は,術 前 値39.4±6.1U/mlで 第

1病 日 に29.2±8.0U/mlと 最 低値 と な り,第5病 日に

39.3±5.1U/mlと 術 前値 に復 す る.補 体 の活 性 化 が第1
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病 日 に,ピ ー ク とな り,第5病 日に は,も とに も どる.

13) C3の 変 化 は,術 前 値69.7±14.8mg/dlで,

第1病 日に,53.6±13.1mg/dlと 有 意 に 低 下 し,第7病

日に,71.3±14.1mg/dlと 術 前 値 と ほぼ 同 じに な る.

14) C4の 変化 は,術 前 値38.3±14.8mg/dlで,

第3病 日に,22±9.7mg/dlと 有 意 に低 下 し,第7病 日

に40±10.1mg/dlと 術 前 値 とほ ぼ 同 じに な る.

CH50, C3, C4の 変 化 は,classical pathwayの み

な らずalternative pathwayの 補 体 活 性 化 を 示 して い

る.

考 案

従 来 のTCテ ス トに よ る エ ン ド トキ シ ンは,Factor 

G系 に よ り外 因 系 の 影 響 を うけ る が,ESテ ス トは,こ

れ を除 外 し,内 因 的 な エ ン ド ト キ シ ン産 生 を示 す.術

後,し ば しば 認 め られ る発 熱 の原 因 の一 つ と して,こ の

発 熱 物 質 と して の エ ン ド トキ シ ンに よ る もの と考 え られ

る.ま た,術 後,こ の エ ン ド トキ シ ンは 持続 的 に 産生 さ

れて い る も ので な く,一 時 的 な もの の た め 失 活 し,敗 血

症 と して の心 配 は,術 直 後 のESテ ス ト低 値 に よ り否 定

さ れ うる.ま た,DICの 診 断 の 指 標 と して は,体 外 循

環,新 鮮 血 輸 血,抗 凝 固療 法 な どに よ り影 響 を う け るた

め,総 合 判 断 に よ る と こ ろが 大 きい.Plasmin生 成 の 直

接 的指 票 で あ るPICは,他 の 指 標 よ り,鋭 敏 に 早 期 に

反 応 し しか も早 期 に正 常 化 す る た めDIC診 断 に 有 用 で

あ る.

ま と め

体 外 循 環 前 後 に,endotoxin specific testに よ り 内 因

性 のendotoxinを 測 定 し,toxicolor testと 比 較 検 討

した.術 後 のendotoxinの 上昇 は 外 因性 の 関与 が主 で

あ る,

内 因 性endotoxinの 上 昇,お よ びPICの 上 昇 は体 外

循 環 後,早 期 の 敗 血 症DICの 診 断 に 有 用 で あ る.
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